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Oxford English Dictionalァ 2nded. (1993、以下 OED2) の CD同ROM を中心とした英語辞書の記述や用例から導き




1. まず、発音・綴りが英語の規則に従った形に変化し (e.g. ， seppuku [sεpú : ku : ], jinrikisha → rickshallう、
2. 次に、名詞が限定詞的な用法を獲得して複合語を形成し (e.g. ， bonsai tree, adzuki bean) 、
3. さらには、接辞付加や品詞転換により新たな語を派生する生産性を獲得する
(e竺g.，kimono bJouse/coat/gown/shirt/sJeeve, Shinto: Shintoistic/ShintoismlShintoist/Shintonize) 。
円。? ?
4. 最終段階では、意味の拡大・転換により、多義を持つようになり、英語の語棄として浸透し、広く使用される








日本語からの借用語の分析同様、 OED2をはじめとする大型辞書を用い、コーパスに基づく分析では 1 億語の英語の
話し言葉と書き言葉からなる Bri・tish 泊tionalCorpus (以下 BNCJ を郎、た。その結果ドイツ語からの借用語は日
本語からの借用語に見られたような 4段階の英語化過程を経るのではなく、様々な側面から順不同に、あるいは同時
に英語化が進んでいくことが判明した。
ドイツ語からの借用語の発音の変化には、借用後早い段階で起こる基本的変化 (e.g. ， '0' [J]→ [0]，も， [p]→ [b]) と、












行う生産性を獲得している (e.g. ， gestalt, polka kindergarten) 。しかも生産性の獲得よりも意味変化が多く、日本















えられるなどの現象がみられる。この様な競合関係を分類し、 OED2 をはじめとする英語辞書の記述や BNCなどの
A吐??庁t
英語コーパスからの用例を基に以下の分析を行った。





1. 借用語が限定的な使用範囲を持つ (e.g. ， honcho < boss, 1eader, kamikaze < reck1ess, se11エdestructive，
tsunami く tida1 wave) 。
2. 借用語がより広い使用範囲を持つ (e.g. , harakiri> dl旨embowe1(ment)，glockenspie1 > cari11on, shiatsu > 
acupressure) 。
3. 既存語葉と借用語が重なる使用範囲を持ち共存する (e.g. ， doppe1gá"nger 仲 wraith, tycoon 件 magnateタ
rea1politi宜伸 practica1politics) 。
4. それぞれが異なる使用範囲を持つ (e.g. ， angst ? I コ anxiety) 。
この 4 つのパターンのうち、借用語と既存語棄の同義語のべアはパターン 1 の関係にあるものが多く、借用語がご





借用語と既存語葉の同義語ペアのケーススタディとして「実業界の巨頭J を表すかcoon と magnate を取り上げ、
OED2、 BNCを用いて分析した。使用される時代の範囲の違いや、使用される文脈やテキストの種類、支持する人物、
同格の名詞の位置、主に使用される数(単・複)などにそれぞれ異なる傾向を持っていることを明らかにした。例え
ば、 tycoon と magnate の前後に現れる語を頻度の高いものから並べると、それぞれの巨頭が力を持っている業界に
違いがあることを示唆する語が並ぶ。両語に共通して現れる語はあるものの (e.g. ， mediaタ property) 、 magnate は
工業・産業の名前 (e.g. ， industrial, oil, shippingうと、ぇycoon は主にビジネス・マスコミ関係の語 (e.g. ， business, 













実態を、英語電子辞書 (Oxford English Dictionary 2nd ed.) の大量の記述や用例から導き出し、それを膨大な電子
コーパス (TIME ALMANAC や The Times Internet Version, British National Corpus など)によって検証してし、
る。この結果、従来の手作業では導き出せなかった事実を明らかにすることに成功している。
第 1 部では、日本語から英語への借用語の定着過程を、以下の 4段階の英語化過程として一般化している。
1. 強勢付与、母音の強化・弱化などの発音・綴りが英語の規則に従った形に変化する。
2. 名詞が限定用法を獲得し、その語を説明する語を伴って繰り返し用いられる。
3. 接辞付加や複合語形成などにより新たな語を派生する生産性を獲得する。
4. 比輸的用法、意味の拡大・転換により、多義を持つようになり、英語の語葉として浸透し、広く使用されるに至
る。
さらに日本語からの借用語が他の言語からの借用語と「どこが共通でどこが異なるのか」を明らかにするため、 ド
イツ語からの借用語を取り上げて比較・対照し、ドイツ語からの借用語が、 4段階の過程ではなく、順不同あるいは
同時に英語化が進むこと、そして生産性を持つ高い英語化の段階に至るまでには、音韻的変化・不規則変化語尾の規
則化などがほぼ終了していることなど、日本語からの借用語との違いを明らかにしている。
ただし、借用語の定着過程を現象的に捉えるだけではなく、どうして日本語からの借用語では提案されているよう
な 4段階の英語化過程を辿り、ドイツ語からの借用語ではそれと異なる英語化過程を辿るのか、といったダイナミッ
クな借用語定着メカニズムが十分に明快になっているとは言えず、そうした原理的な仕組みをさらに掘り下げる研究
を展開することが期待される。
第 2 部では、借用語がその定着過程で既存の語葉体系に与える影響を検証し、借用語と既存語葉で同義語のペアま
たはグループ。が生まれることを明らかにしているが、さらに分野・媒体ごとの頻度やコロケーションの分析を行った
結果、借用語と既存語葉の競合・共存関係が以下の 4 パターンに分類できることを示している。
1. 借用語が限定的な使用範囲を持つ。
3. 既存語葉と借用語が重なる使用範囲を持ち共存する。
2. 借用語がより広い使用範囲を持つ。
4. それぞれが異なる使用範囲を持つ。
これにより、借用語がごく限られた分野の専門用語として扱われることが多い一方で、様々な言語からの借用語と
複数の既存語葉が同じ意味を表す同義語群を構成し、それぞれ異なる使用範囲を持って共存するものや、借用語の頻
度が既存語葉の頻度を大きく上回り、語葉の置き換えが起こりつつあると思われるものもあり、借用語が確実に英語
の既存語葉体系を変化させている実態を示している。
以上のように、本論文は、大規模な電子化資料を活用して語葉借用現象を体系的に解明し、この現象に新たな洞察
と知見を与えており、博士(言語文化学)の学位論文として十分価値のあるものと認められる。
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